
茨城県産業明日への挑戦
　
茨
城
県
内
の
産
業
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
東

日
本
大
震
災
。
だ
が
、
こ
れ
に
負
け
ず
に
県
内
の
産
業

界
は
再
び
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
元
気
な
い
ば

ら
き
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

柳
生
修
会
長

コ
ロ
ナ
電

気
社
長

と
日
刊
工
業
新
聞
社
茨
城
支
局
で
は
、
橋
本

昌
茨
城
県
知
事
を
は
じ
め
、
県
幹
部
、
県
関
連
団
体
幹

部
、
県
内
７
金
融
機
関
に
２
０
１
１
年
度
の
重
要
施
策

や
中
小
企
業
支
援
策
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
、
復
興
に
向
け
活
性

化
す
る
い
ば
ら
き
の
様
子
や
、
５
月
９
日
に
開
催
し
た

経
済
講
演
会
「
生
き
残
る
た
め
に
―
経
営
の
心
得
」
の

様
子
も
組
み
込
み
、
茨
城
県
特
集
と
し
て
７
ペ
ー
ジ

面
―

面

に
わ
た
り
紹
介
す
る
。

橋
本
昌
茨
城
県
知
事
語
る

中
小
企
業
の
復
興
支
援
に
力

ＩＮＤＥＸ
◇
県
幹
部
・
県
関
連
団
体
幹
部
の
意
気
込
み

・

◇
茨
城
県
の
金
融
機
関
ト
ッ
プ
が
語
る

◇
経
済
講
演
会
「
生
き
残
る
た
め
に
―
経
営
の
心
得
」

◇
震
災
乗
り
越
え
　
立
地
推
進

◇
が
ん
ば
っ
ぺ

　茨
城
　

被災した茨城港日立港区などを視察

活
力
あ
る
「
生
活
大
県
」
目
指
す

震
災
後
の
県
内
の
産
業
経
済

に
つ
い
て
の
認
識
は

　　
本
県
に
は
、
最
先
端
の
科
学

技
術
や
高
度
な
も
の
づ
く
り
産

業
が
集
積
す
る
と
と
も
に
、
陸

・
海
・
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
企
業

が
活
動
し
や
す
い
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
り
、
日
本
の
産
業
界
を

リ
ー
ド
で
き
る
数
少
な
い
県
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
去
る
３
月

日
に

発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

は
、
本
県
に
お
い
て
も
、
人
的

被
害
、
住
宅
被
害
の
ほ
か
、
道

路
や
港
湾
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
や
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
甚
大
な
被
害
を
生

じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
伴
い
、
農
産
物
な
ど

の
出
荷
制
限
や
風
評
被
害
な
ど

の
問
題
が
発
生
し
、
農
林
水
産

業
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
主
な

ホ
テ
ル
・
旅
館
に
お
い
て
、
８

月
ま
で
に
入
っ
た
予
約
の
う
ち

％
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
な

ど
観
光
産
業
な
ど
に
も
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、
わ

が
国
の
経
済
は
、
当
面
、
弱
い

動
き
が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
電
力
供
給
の
制
約
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
立
て
直
し
の
遅

れ
な
ど
に
よ
り
、
景
気
が
下
振

れ
す
る
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　
県
内
中
小
企
業
に
お
い
て

も
、
建
物
や
設
備
の
復
旧
費
用

の
発
生
、
取
引
先
の
被
災
に
よ

る
受
注
・
納
品
の
停
滞
、
原
材

料
の
入
手
難
な
ど
の
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
今
後
相
当
の
期

間
に
わ
た
り
生
産
活
動
や
従
業

員
の
雇
用
な
ど
に
大
き
な
影
響

が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
。

　
震
災
後
の
県
の
中
小
企
業
向

け
支
援
策
と
成
果
は

　　
本
県
で
は
、
中
小
企
業
復
興

支
援
と
し
て
、
３
月

日
に
資

金
繰
り
や
技
術
経
営
、
貿
易
に

関
し
て
、
専
門
家
な
ど
が
相
談

に
応
じ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
特

別
相
談
窓
口
を
県
庁
内
に
開
設

し
た
。
ま
た
、
災
害
復
旧
や
経

営
安
定
化
の
た
め
に
、
金
利
な

ど
の
融
資
条
件
を
大
幅
に
緩
和

し
た
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
特
別
対
策
融
資
」
を
３
月

日
に
創
設
し
、
被
災
し
た
県
内

中
小
企
業
な
ど
の
資
金
繰
り
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　
保
証
承
諾
実
績
と
し
て
は
、

５
月

日
現
在
２
２
３
７
件
、

約
２
５
０
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
金
融
機
関
、
商
工
会
な
ど

へ
の
制
度
の
周
知
徹
底
に
よ

り
、
着
実
に
利
用
が
増
加
し
て

い
る
。

　
こ
の
た
び
、
国
に
お
い
て
、

保
証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
枠

を
従
来
の
２
倍
に
拡
大
し
た

震
災
緊
急
補
償
を
創
設
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、県
で
は
、県

内
被
災
企
業
の
資
金
繰
り
を
一

層
強
化
す
る
た
め
、
東
日
本
大

震
災
緊
急
融
資
を
創
設
し
、当

面
必
要
と
な
る
１
５
０
億
円
の

融
資
枠
に
つ
い
て
関
連
予
算
を

５
月

日
に
専
決
処
分
し
た
。

　
さ
ら
に
、
震
災
な
ど
に
よ
り

建
設
資
材
や
生
活
関
連
製
品
な

ど
生
産
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
企

業
や
、
代
替
生
産
を
必
要
と
し

て
い
る
企
業
な
ど
を
把
握
し
、

情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
中
小

企
業
な
ど
の
受
注
機
会
の
確
保

の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
原
子
力
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
対
策
と
し
て
は
、観
光
物
産

に
係
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

実
施
の
ほ
か
、
正
確
な
情
報
発

信
に
努
め
る
た
め
、
農
水
産
物

に
つ
い
て
、
県
環
境
放
射
線
監

視
セ
ン
タ
ー
で
放
射
能
測
定
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
工
業
製

品
に
つ
い
て
も
放
射
線
量
測
定

デ
ー
タ
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て

い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

４
月

日
か
ら
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
工
業
製
品

の
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。

　
北
関
東
自
動
車
道
と
茨
城
港

の
復
旧
状
況
や
今
後
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
は

　　
北
関
東
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
３
月

日
に
全
線
開
通
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
北
関
東
３
県

に
新
潟
県
を
加
え
た
環
状
の
道

路
が
完
成
し
た
こ
と
と
な
り
、

本
県
に
と
っ
て
は
交
流
拡
大
や

観
光
振
興
、
産
業
強
化
を
図
る

う
え
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な

る
。
今
後
は
利
便
性
な
ど
を
さ

ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
栃
木
・
群
馬
さ
ら
に
は
新

潟
方
面
と
の
人
・
も
の
・
情
報

の
交
流
を
促
進
し
、
本
県
の
復

興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
首
都
圏
の
ニ
ュ
ー
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
茨
城
港
、
鹿
島
港
に
お
い

て
は
、
被
害
が
少
な
く
早
期
に

使
用
可
能
な
岸
壁
か
ら
応
急
復

旧
を
進
め
、
暫
定
供
用
し
て
い

る
。
今
後
、
本
格
的
に
復
旧
を

進
め
、
航
路
の
再
開
は
も
と
よ

り
新
規
航
路
の
誘
致
に
努
め
て

い
く
。

　
国
に
対
し
て
は
、
直
轄
事
業

を
含
む
災
害
復
旧
事
業
の
十
分

な
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
な

ど
の
改
良
復
旧
事
業
も
国
の
支

援
の
対
象
と
す
る
こ
と
や
、
荷

役
機
械
・
埠
頭
用
地
な
ど
を
含

と
う

ふ

む
港
湾
機
能
施
設
の
復
旧
に
対

す
る
支
援
を
求
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
航
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
復
旧
・
強
化
の
た
め
、
大
震

災
前
に
寄
港
し
て
い
た
定
期
コ

ン
テ
ナ
航
路
な
ど
の
再
開
に
向

け
、
荷
主
企
業
に
対
し
て
復
旧

状
況
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
船
会
社
に
対
し
て
航
路
再

開
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
新
規
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
の
開
設
に
向
け
、
北
関

東
道
の
全
線
開
通
に
よ
る
本
県

港
湾
の
優
位
性
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
、
茨
城
港

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
５
カ

年
の
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
「
活
力
あ
る
い
ば

ら
き
づ
く
り
」
の
ポ
イ
ン
ト

は
　　

今
年
４
月
、
新
た
な
県
総
合

計
画
い
き
い
き
　い
ば
ら
き
生

活
大
県
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
住
み
よ
い
い

ば
ら
き
、「
人
が
輝
く
い
ば
ら

き
、
活
力
あ
る
い
ば
ら
き
の

三
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
質
の
高
い
生
活
環

境
の
も
と
で
安
全
、安
心
、快
適

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
生

活
大
県
」
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
る
。
生
活
大
県
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
豊
か

さ
や
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
、

交
流
が
盛
ん
な
地
域
社
会
づ
く

り
が
基
盤
と
な
る
た
め
、
活
力

あ
る
い
ば
ら
き
づ
く
り
」
に
一

層
力
を
入
れ
、
県
民
、
企
業
な

ど
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
ず
、
県
独
自
に
整
備
し
た

中
性
子
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
研
究
活
動
の
支
援
、
産
学

官
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
支
援

な
ど
、
研
究
開
発
の
推
進
と
研

究
成
果
の
社
会
還
元
な
ど
を
進

め
、
日
本
や
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
科
学
技
術
創
造
立
県
の
実
現

を
図
っ
て
い
く
。

　
次
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
産
業
拠
点
の
形
成
や
企
業

誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
も

の
づ
く
り
産
業
の
育
成
、
総
合

的
な
就
職
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
、
国
内
外
の
競
争
に
打
ち
勝

つ
力
強
い
産
業
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
生
産
情
報
の
提
供

な
ど
に
よ
る
消
費
者
と
の
信
頼

関
係
構
築
、
高
品
質
で
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
価
値
の

高
い
農
産
物
づ
く
り
と
販
売
力

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
日

本
の
食
を
支
え
る
食
料
供
給
基

地
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
魅
力
あ
る
観
光
の
推

進
、
多
様
な
交
流
を
支
え
る
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
、
茨
城
空
港
の
利
用
促
進
な

ど
に
取
り
組
み
、
人
・
も
の
・

情
報
が
活
発
に
行
き
交
う
交
流

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
今
、
科
学
技
術
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は

　　
資
源
小
国
で
あ
る
わ
が
国
が

世
界
の
中
で
存
在
感
を
確
立

し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
科
学
技

術
の
力
が
必
要
不
可
欠
と
考
え

る
。
ま
た
、
地
球
規
模
の
諸
問

題
の
解
決
や
、
豊
か
で
質
の
高

い
日
常
生
活
の
実
現
に
向
け
て

科
学
技
術
の
貢
献
を
期
待
す
る

県
民
・
国
民
は
多
く
、
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
の
地
球
環
境
保

全
や
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
・
有
効
利
用
、医
療
な
ど
、

人
々
の
関
心
が
高
い
分
野
を
中

心
に
、
研
究
開
発
と
研
究
成
果

の
社
会
還
元
の
促
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
東
海
地
区
で

の
、
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

で
培
っ
た

加
速
器
技
術
を
活
用
し
た
、
中

性
子
を
用
い
た
最
先
端
が
ん
治

療
の
研
究
や
、
つ
く
ば
地
区
で

の
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及

に
向
け
た
実
証
研
究
な
ど
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
技
術
開
発
や
研
究

を
促
進
し
、
産
業
の
活
性
化
や

県
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
科
学
技
術
は

人
々
に
豊
か
さ
と
安
心
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
茨
城
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
原
動
力
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
そ
の
振

興
に
力
を
入
れ
て
参
り
た
い
。

　
原
発
事
故
で
問
わ
れ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

は
　　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
民
生
活
や

経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
資

源
小
国
で
あ
る
わ
が
国
に
と
っ

て
、
引
き
続
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
原
子

力
を
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
た

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

を
白
紙
と
す
る
首
相
の
発
言
も

あ
っ
た
が
、
今
後
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
検
討
し
て
い
く
中

で
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
国

民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
約

９
割
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ

Ｏ
２
が
占
め
る
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地

球
温
暖
化
対
策
は
表
裏
一
体
で

あ
る
。
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
コ
ス
ト
や
安
定
供
給

の
面
で
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
促
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど

の
排
出
を
削
減
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
新
た
な
技

術
・
製
品
な
ど
の
開
発
・
普
及

が
活
発
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
は
、
わ
が
国
の
将
来
の
内
需

拡
大
の
中
核
を
担
う
と
と
も

に
、
海
外
展
開
に
よ
る
外
貨
獲

得
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の
開
発
に
よ
り
経
済

成
長
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

　

年
度
の
県
内
工
業
団
地
へ

の
企
業
立
地
推
進
策
は

　　

年
の
工
場
立
地
動
向
調
査

経
済
産
業
省
調
べ

で
本
県

の
工
場
立
地
面
積

１
９
０

は
、
２
位
の
愛
知
県

の
２
倍
以
上
で
断
ト
ツ
の

全
国
第
１
位
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
日
野
自
動
車
や
雪
印
乳
業

現
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

な
ど

の
進
出
企
業
に
、
市
場
と
の
近

接
性
や
充
実
し
た
交
通
網
な
ど

本
県
の
立
地
優
位
性
や
優
遇
制

度
な
ど
を
高
く
評
価
い
た
だ
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
先
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
港
湾
な
ど
本
県
の
産

業
イ
ン
フ
ラ
へ
の
被
害
や
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
は
甚
大
で
あ

り
、
本
県
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
は

大
き
く
毀
損
さ
れ
、
そ
の
回
復

そ
ん

き

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
で
は
県
内
企
業
の
生
産
活

動
再
開
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

を
数
多
く
発
信
し
、
産
業
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
が
進
ん
で
い
る
事

実
や
、
多
く
の
立
地
企
業
が
元

気
に
事
業
活
動
で
き
る
環
境
に

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
本
県
の

イ
メ
ー
ジ
回
復
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
東
日
本
に
お
け
る
復

興
活
動
の
本
格
化
を
視
野
に
、

東
北
と
大
市
場
で
あ
る
首
都
圏

の
両
方
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

本
県
の
位
置
、
割
安
な
地
価
、

産
業
や
科
学
技
術
の
集
積
、
充

実
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
、
震
災
後
も
変
わ
ら
な

い
本
県
の
立
地
優
位
性
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
例
年
に
な
く
厳

し
い
投
資
環
境
の
も
と
で
は
あ

る
が
、
１
件
で
も
多
く
の
企
業

誘
致
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
県
内
外
企
業
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　　
茨
城
県
は
、
高
度
で
多
様
な

も
の
づ
く
り
産
業
や
最
先
端
の

科
学
技
術
の
集
積
、
陸
・
海
・

空
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
急
速
な
進
展
な
ど
を
通

し
て
、
国
際
競
争
に
も
負
け
な

い
、
よ
り
良
い
企
業
活
動
環
境

づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
い

る
。

　
ぜ
ひ
、
本
県
の
持
つ
発
展
可

能
性
を
よ
り
多
く
の
企
業
の
方

々
に
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
企
業
の
方
々
に
は
、
震
災
後

の
厳
し
い
経
済
状
況
の
下
で
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う

が
、
県
や
国
な
ど
で
実
施
す
る

金
融
面
、
経
営
面
な
ど
の
支
援

策
を
最
大
限
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
力
強
く
活
動
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
将
来
を
に
ら
ん
だ
積

極
的
な
投
資
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
ぜ
ひ
と
も
本
県
へ
の
立

地
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
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